
資料２－１
 

児童館

重点目標

＊各月に行った行事のうち、主だったものを３件記載。

月 行事名 参加人数 月の合計 コメント

バルーンアート 110

防災ぬりえとちょうちょづくり 84

まなVIVA 33

佐橋工業によるミニ四駆レース 114

母の日プレゼントづくり 131

ボードゲームで遊ぼう 51

父の日プレゼントづくり 203

ヘアアレンジ体験 29

ハイハイ☆トコトコ 58

擬態プラネタリウム（児童館出張講座） 1,646

おしごと冒険村（職業観体験） 158

ボードゲームで遊ぼう 74

こまき冒険スライム村 1,904

HADOバトルアカデミー 618

親子利用DAY 23

防犯啓発（小牧警察署） 230

プログラミング体験 125

リトミック 29

ハロウィンCAMP 1,603

英語でa・so・bo 23

未来館商品開発部 30

丸紅Agora未来年表ワークショップ 10

包括的性教育（ゆるっとここからデー） 63

ゲーム制作ワークショップ 20

演劇ワークショップ 20

高校生JUMP OUT！Project最終発表会 61

クリスマスCAMP 1,032

バレーボールしようぜ 18

段ボールでオリジナル帽子づくり 67

ハローワールド 603

企業対抗あそびアイデアチャレンジバトル 321

おしごと冒険村（職業観体験） 46

鬼ごっこタイム（逃走中） 35

未来の○○サミット 340

クイズガチャで遊ぼう！ 70

ICAROS（イカロス）体験会 58

12 1,113

高校生の社会参画プログラムの最終発表会を実
施。高校の先生をはじめ、地元企業やラピオ来館
者にこどもたちの挑戦の軌跡を聞いていただい
た。

3 468

９人のこども代表が参加企業の未来への提案を審
査する「未来の〇〇サミット」では、審査員のこ
ども達の鋭い視点からの質問も飛び交うなど、企
業による未来への提案に意見を届ける体験は、社
会参画への１歩となった。

1 688

昨年度に引き続き、ウルフドッグス名古屋をお呼
びしてバレーボールイベントを実施した。前回も
参加した子のほかにも、交流ひろばで誘った子も
新たに参加し、講義や実技指導を熱心に受講する
姿があった。

2 402
地元企業が集まり、こどもたちが楽しむあそびを
開発。途中でこどもの意見を聞きながら制作を重
ね、最後は遊んでこどもたちが審査した。

10 1,656

ハロウィンCAMPは中高生ボランティアや外国人サ
ポーターなど様々な方にブース出展いただき、こ
どもたちが複数のブースを回って楽しむ様子が
あった。

11 93

8月から包括的性教育の取り組みを実施してお
り、今回が2回目。夕方には中高生対象のユース
クリニックも開催し、他児童館や子包括、保健セ
ンターなど関係者にも見学いただいた。

8 2,545

スライム村は実行委員が6月から活動しているこ
ども参画企画。HADOは、体験会とともに、選手と
なったこども達が１週間練習し最終日に大会を実
施。親子利用DAYは休館日に市内親子通所施設等
を利用するご家族を対象に行っている。

9 384
夏休みが終わったタイミングで、愛知県警小牧警
察署による防犯の啓発イベントを実施。通学時に
気を付けるポイントをこどもたちに伝えた。

6 290
外国人サポーターが父の日のプレゼントづくりで
ブース出展したり、美容院が出展。こどもたちと
交流を楽しんでいた。

7 1,878
未来館から各児童館に出張して講座を開催。講座
で制作したこどもの作品はその後、未来館にて展
示し、多くの方にご覧いただいた。

5 296
佐橋工業によるミニ四駆レースは、小学生を中心
に盛り上がる。特に父親の来館が多く、親子で楽
しむ行事となった。

こまきこども未来館　

また来たくなる未来館　～未来リテラシーを育む～

4 227
バルーンアートは定期的に開催しており、毎回幼
児親子中心に大人気。風船が膨らむ様子をじっと
観察している様子が見られた。

令和７年度　児童館行事別利用人数



資料２－２
 

児童館

重点目標

＊各月に行った行事のうち、主だったものを３件記載。

月 行事名 参加人数 月の合計 コメント

ふらみな卓球部 11

新一年生歓迎会 28

とにかく楽しくLet's Dance♪ 38

プラレールであそぼう 67

双子ちゃんのママおしゃべりサロン 14

ミルク缶おもちゃづくり 8

アトリエふらっとアート 90

福祉イベント【見えないってどういうこと？】 13

パパと子ひろば 20

七夕サロンコンサート 31

みんなで水あそび 34

おすもうさんたちがやってくる！ 95

くみくみあそび 41

夏祭り 943

かんてんぱぱの寒天あそび 33

リトミック 22

アトリエふらっとアート 58

パパと子ひろば 15

ふらみなキッチン 7

ちびっこレスキュー講座 33

ハロウィンイベント 102

親子でバランスボール 16

三世代交流　秋まつり 524

県民学校ホリデー特別工作 30

ママたちのおしゃべりひろば 18

ふらみなキッチン 16

クリスマス会 269

新春　書初め 15

こども科学研究所 4

スマイルイングリッシュ！ 5

節分 豆まき 305

中高生応援！ふらみなカフェ 5

とにかく楽しくLet's Dance♪ 54

ひな祭りイベント 27

春のお楽しみ会 107

児童館対抗チャレンジバトル 18

利用者からの要望を受け、「ママたちのおしゃべ
りひろば」を開催した。支援室以外の落ち着いた
環境で、こどもを見守りながら保護者同士がゆっ
くり交流できる機会となった。

父親の子育て支援事業として実施している「パパ
と子ひろば」が定着し、今年度は年4回開催し
た。季節の行事を取り入れながら、親子のふれあ
いを深める機会となった。

10 142

保護者からの要望を受けて「ちびっこレスキュー講座」
を開催し、日常生活で起こり得る事故への対応や予防に
ついて学ぶ機会を提供した。また、新たに実施したハロ
ウィンイベントでは、じゃんけん大会を行い、気軽に参
加できる催しとして多くの来館者で賑わった。

11 570

子育て中の保護者が体を動かしてリフレッシュで
きる機会を提供した。また、秋まつりでは「昭和
100年！デジタルデトックス」をテーマに、昔遊
びや昭和の遊びを体験し、世代を超えて楽しめる
事業となった。

父母クラブとの共催事業として開催した「春のお
楽しみ会」ではパフォーマーを招き、多彩な演出
を通して、親子が楽しさを共有しながら交流を深
める機会となった。

1 24

新春恒例事業として書初めを開催し、初めて筆を持つこ
どもから冬休みの課題に取り組むこどもまで、それぞれ
が書道に親しむ機会となった。また、「スマイルイング
リッシュ」では外国にルーツを持つこどもの参加もあ
り、歌やゲームを通して楽しく交流を深めた。

2 364

節分事業「豆まき」は、運営協議会の協力のもと実施し
た。数年ぶりの平日開催であったが、多くの親子が参加
し、日本の伝統行事に親しむ機会となった。また、「ふ
らみなカフェ」は中高生にとっても、学習の合間に気軽
に参加できる交流の場となった。

5 89

3 152

9 95

12 303

ゴールデンウィーク事業として「プラレールであそぼ
う」を開催した。親子でゆったりと過ごせる場を提供す
るとともに、菖蒲の葉を配布し、季節の行事に親しむ機
会とした。また、保護者同士の交流の場としても機能
し、職員が関わることで交流を促進することができた。

令和７年度　児童館行事別利用人数

6

8 1,017

企業と連携して「寒天あそび」を開催し、多くの親子が
感触遊びを楽しむ機会となった。また、企業との連携強
化にもつながった。夏祭りでは「おばけ」をテーマに、
暗闇探検やシューティングゲームなどを実施し、多くの
参加者で賑わった。

小牧南児童館

All for Children！ すべてはこどもたちの為に　つながりの輪　～信頼関係の構築～

123

「アトリエふらっとアート」ではペインティング遊びを
実施し、家庭では経験する機会の少ない表現活動を楽し
める機会を提供した。また、福祉イベントでは、遊びを
通して視覚障がいへの理解を深める体験の場となった。

7 160

地元出身の力士を応援する事業として開催した。
参加者からの質問コーナーや相撲体験を通して交
流を深めることができ、写真撮影では多くの参加
者で賑わうなど、力士と地域住民が触れ合う貴重
な機会となった。

4 77

身体を動かすイベントは来館者の需要が高く、参加率も
高い。今年度より「とにかく楽しく Let's Dance♪」を
年間恒例事業として実施し、幼児向け・小学生向けに内
容を工夫することで、音楽に合わせて体を動かす楽しさ
を感じられる機会を提供した。



資料２－３
 

児童館

重点目標

＊各月に行った行事のうち、主だったものを３件記載。

月 行事名 参加人数 月の合計 コメント

新一年生歓迎会 18

こども食堂 150

プラレールであそぼう 24

シルバニアタウン 40

スライム作り 36

あつまれ！年少・年中組 13

０・１・２歳のための人形劇「ミーくんとまほうのたね」 64

親子るんるんリトミック 46

おにぎりをたべよう 50

寒天あそび 59

支援室なつまつり 117

天下大会 70

プランナーなつまつり 131

akaaka食堂夏休み企画 クレープ作り 111

おばけやしき 131

プレーパーク（毎週月曜16時～） 38

ヤクルト出張講座 40

お月見フルーツポンチをつくってたべよう 79

おすわりアート 74

ハロウィンパーティー 133

地域秋まつり 170

カゴメと健康生活をおくろう 57

ピアノと絵本の演奏会 42

小牧小学区地域協議会　三世代交流会 100

がんばるママのリセット体操 10

科学であそぼう 7

天下大会 43

人間すごろく 14

乳幼児のための救命救急講座 24

日々のパン 51

バレンタインクッキング　クレープ 31

バレンタインコンサート 57

愛知教育大学プラネタリウム 41

児童館まつり 179

つながる防災プロジェクト もっと！防災マルシェ 220

七輪プレーパーク 91

カイロプラクティックの講師によるリセット体操
では、乳幼児の子育て中で自身の体のケアがなか
なかできない母親達が喜んでいた。天下大会は長
期休暇期間のこども達の体力増進をはかり、思い
切り遊ぶ時間となった。

企業の出張講座では着ぐるみが登場して体操や写
真撮影をしたり、血管年齢測定ができたりと普段
出来ない体験の機会となった。フルーツポンチは
部屋の前に行列ができるほど多くのこども達が楽
しみにして喜んでたべていた。

10 377

ハロウィンパーティーは支援室と合同で開催し、
０から３歳の親子が読み聞かせや体操、パネルシ
アターなどを楽しんだ。地域の秋まつりには工作
ブースを出店し、児童館の周知活動ともなった。

11 199

演奏会ではリトミック講師によるピアノ演奏のも
と、声楽を学んだ職員による絵本の歌唱を行い、
親子で音楽を楽しんでいた。三世代交流会では企
画運営の協議会に参画し、当日は缶バッチづくり
ブースを出店した。

防災マルシェでは地域のボランティアの協力のも
と炊き出しを行ったり、企業の方がブースを出展
したり、昨年のに引き続き多種多様な内容で行う
ことができた。プレーパークは地元のNPOの協力
で食を共にして交流をはかれた。

1 89

正月あそびの一環としての人間すごろくでは、大
きなサイコロとマスで楽しそうに参加していた。
日々のパンでは講師の説明を聞きながら親子で袋
に入った記事をこねたり、成形のデモンストレー
ション見て、試食も楽しんだ。

2 129

クッキングイベントは常に好評で、自分で一から
作ることの達成感を得た様子だった。ソプラノ二
重唱のコンサートは多くの親子や小学生が鑑賞
し、参加型の曲では積極的に手拍子をしたり歌っ
たりでき、感動したとの声があった。

5 89

3 490

9 157

12 60

ゴールデンウイークには普段遊べないシルバニア
の玩具で遊べる部屋を設けたり、スライム作りの
時間を設けるなどして、特別な遊びで楽しんだ。
あつまれ！年少・年中組は体操教室の講師を招い
て行う為、すぐに定員となる程人気。

令和７年度　児童館行事別利用人数

6

8 373

プランナーが企画したなつまつりとおばけやしき
では、来てくれた人が楽しめるように長い期間考
え準備したものを喜んでもらえる貴重な体験と
なった。こども食堂との協働のクレープづくりは
大人もこどもも手作りを楽しんだ。

小牧児童館

こどもが主役になれる児童館　遊びを通じて地域とつながる

160

０・１・２歳人形劇は、集中の切れたこどもも気
兼ねなく参加でき、ぬいぐるみの動きを笑顔で鑑
賞する姿がみられた。おにぎりをたべようでは他
の親子と一緒に食べることで交流も生まれ、普段
より食の進んだこどもも多かった。

7 246

支援室なつまつりは大勢の方に参加していただき
大盛況だった。浴衣を着てくる子もいて、みなさ
んに工作やゲームを楽しんでいただくことができ
た。天下大会の人気は根強く、大勢の小学生が参
加してくれた。

4 192

新一年生歓迎会ではプランナーが遊びを企画・進
行し、新一年生達に優しく接している姿がみられ
た。こども食堂には毎回定員を超える申し込みが
ある。プラレールであそぼうでは大人も夢中にな
り遊んでいた。
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児童館

重点目標

＊各月に行った行事のうち、主だったものを３件記載。

月 行事名 参加人数 月の合計 コメント

花まつり 30

中高生タイム　同窓会Special 11

こどもサイエンス　ラムネ作り 8

プラレール広場　Mini 83

母の日大作戦/母の日支援室企画 36

支援室講座「カゴメと健康生活を送ろう！」 44

はいはいレース・カタカタレース 32

親子映画会 74

父の日大作戦　バター作り 22

ぷにぷに水遊び 12

西之島盆踊り 340

出張児童館（三ツ渕小放課後児童クラブ） 69

みえこおばさんのマジックショー 26

松永製菓　おやこビスケット講座 31

ゆう友せいぶ 夏まつり 562

おはなしのへや＋にじいろ音楽会 35

ドッジボール大会 20

出張パン教室～みんなでつみきパン～ 42

初めてのプラネタリウム 28

松永製菓　デジタル紙芝居 34

星あつめ 55

親子運動会 57

エアートランポリン 70

プランナー企画　おばけやしき 74

ベビークリスマス会 74

コールドムーンに願いを込めて… 17

クリスマス かんてんパーティー 41

新春書初め 17

ニューイヤーフェスタ 225

アートな時間　ぐるぐるモビール 25

節分会 400

なんでも解体団 2

しるこサンドで学ぶ五味の世界 9

0歳からのほのぼの音楽会 45

こどもプランナー企画　工作ワークショップ 25

春まつり「恐竜ワールド」 253

12 132

ベビークリスマス会は一昨年の反省も踏まえ申込制で実
施した。駐車場に関する混乱などのトラブルもなく、皆
様に安心して楽しい時間を過ごしていただけた。また、
地域企業による寒天を使った講座も大変好評で、多くの
方に楽しんでいただくことが出来た。

117

プラネタリウムは、例年のクラブ員対象事業から対象を
拡大し、来館者に広く参加を呼びかけて実施した。プラ
ネタリウムを利用するきっかけづくりとなり、地域施設
への関心を高める機会となった。デジタル紙芝居は、地
域企業との連携により実施した事業である。

11 201

親子運動会は芝生広場で実施し、職業人体験の中学生に
も協力してもらったことで、良い異年齢交流の機会と
なった。おばけやしきは、企画立案から運営までをこど
もたち自身が主体的に行った事業。課題は見られたもの
の、多くの来館者に楽しんでいただけた。

GW企画として恒例となりつつあるプラレール広場では、
高学年児が低学年児や幼児のためにコースを作るなど、
こども同士の異年齢交流が活発に行われた。母の日の企
画は、オリジナルの花づくりを実施し、事前申し込みは
少なかったが、当日参加の方で賑わった。

6

3 323

「恐竜ワールド」で実施した爬虫類とのふれあい体験
は、命の大切さ、優しく接する思いやりの心を育むこと
ができた。また、普段接する機会のない生き物との交流
が、苦手意識を乗り越え挑戦する姿が見られ、自然や生
物への興味・関心を深める良い機会となった。

1 267

今年のニューイヤーフェスタは、「あけおめワールドツ
アー」と題し、世界各国の正月遊びにちなんだ体験活動
を実施した。多様な文化に触れることで、多文化への理
解を深めるとともに、世界に対する興味・関心を高める
機会となった。

2 411

運営協議会の協力の元、節分会を実施。失われつつある
伝統行事を次代に繋げる為にも、多世代が地域全体で楽
しむことに意義を感じる。松永製菓の企画は大学生との
コラボレーションで、味覚をテーマに実際にお菓子を味
わいながら楽しく学びを深める事ができた。

9 97

児童館の登録ボランティアによる音楽会を実施した。こ
れを機に定期的に開催していただけることとなり、継続
的な地域連携につながった。ドッジボール大会は、こど
も達からの要望を受けて実施した事業で、こどもの主体
的な意見を事業に反映する機会となった。

10

令和７年度　児童館行事別利用人数

8 619

マジックショー、及びビスケット講座は、地域のボラン
ティアや企業との連携により実施できた。夏祭りは8月
31日に実施した為か、例年以上の賑わいを見せた。地域
協議会との連携による本施設を代表する大型イベントと
して、地域交流の推進に大きく寄与した。

西部児童館

笑顔になれる場所～Smiles　for All～　来たくなる児童館 こどもが創る「こどもの居場所」

128

運営協議会との共催による映画会では、来館者の意見を
反映して上映作品を選定したが、定員割れとなったこと
が残念だった。父の日企画では、手作りバターづくりを
実施し、焼きたてのホットケーキとともに味わうこと
で、親子で楽しい時間を過ごす機会となった。

7 421

地域の盆踊りに児童館として出店し、地域住民との交流
を深める機会となった。また、放課後児童クラブでは、
工作や遊びをするだけでなく、児童館の周知も行い、こ
れまで児童館を利用したことのない子どもたちにも来館
を促す機会となった。

4 49

花まつりは、子どもたちが伝統文化に親しむ機会として
実施した。来館された高齢者からも好評を得て、多世代
交流の良い機会となった。一方、中高生タイムは、こど
もたちの主体的な声を形にした企画であったが、参加者
が少なかったことが課題として残った。

5 163



資料２－５
 

児童館

重点目標

＊各月に行った行事のうち、主だったものを３件記載。

月 行事名 参加人数 月の合計 コメント

リトミック 14

ベビーマッサージ 10

花より団子 51

達人とあそぼう「パステル画」 9

ピアノリレーコンサート 45

サポーターとガーデニング 16

ぱるもあDASH「桃の摘果」 7

えいごであそぼ 26

親子でさつまいもづくり 24

キッズキッチン「おにぎり」 15

七夕DAY 53

あいあいサロン 22

ちびっこサマー 19

パパべビ 8

こども縁日 44

防災イベント 18

アフリカンなお月見会 25

離乳食交流会 8

おつきみどろぼう 92

おもしろ体力測定 35

絵本でイングリッシュ 15

ザウルスまんじゅうづくり 11

はいはいレース 19

かまど名人 23

クリスマスリース作り 16

ぱるもあクリスマス「クリスマスゲームを楽しもう｝ 24

あそVIVA!! 64

バランスボールエクササイズ 10

パパべビ 8

ハッピーバースデー 64

もちつきの達人養成講座 10

ぱるもDEおもしろレクゲーム 18

えいごであそぼ 17

おこしものづくり 16

あじおか春のかんまつり 108

人形劇 56

年間を通して、毎週金曜日幼児親子を対象にした
遊びの広場「あそVIVA!!」。月替わりで内容を変
えているが、作りこまず、親子で考えたり、日常
の遊びにもつながるヒントとなるような、気づき
がある時間になるよう工夫

防災について考える機会をと、体を動かしたり、
遊びを通じて考え、学ぶ行事を初めて行った。新
聞を使った防災スリッパ作りは大人にも好評で、
いざという時に備えるというきっかけづくりと
なった。

10 142

お月見のお供え物を盗ってもよいという風習「お月見ど
ろぼう」。近隣の老人ホームに協力いただき開催。お菓
子をいただくだけでなく、ホームに住まう方へ一言メッ
セージをミッションとし、笑顔とこどものパワーを贈る
こともできた。

11 53

ご飯炊きを行い、一連の作業ができるこどもを養
成する「かまど名人」。火の加減や炊き上がる匂
いなど五感を使っての活動。今回は近隣のこども
会も、団体で参加。地域の資源としての活用の一
例となった。

館まつりは、法人スタッフ、サポーター、父母ク
ラブといった日頃から児童館に関わっている方に
加え、誉高校、味岡中の学生にも協力依頼し、そ
れぞれが来館者に楽しんでもらえるよう企画から
運営まで行った。

1 82

開館記念イベント「ハッピー・バースデー」。
すっかり馴染みとなった児童館キャラクター“ぱ
るもあザウルス”。それぞれのザウルスを手さげ
バックに描き、より親しみを感じてもらい、記念
品づくりを行った。

2 45

次世代への文化・技術の継承を目的とする「餅つ
きの達人養成講座」。参加する家族自身が、米洗
いから餅にするまでを行う。連続して参加してい
る家族もおり、将来餅つきの担い手として活躍し
ていただくことを願う。

5 70

3 180

9 51

12 104

皆が行き交うフロアに設置してあるピアノ。誰も
が自由に触れることができ、毎日色々な音が奏で
られています。ピアノを通じて人と人の繋がりを
生むこともあり、利用者参加型リレー形式のコン
サートを開催。

令和７年度　児童館行事別利用人数

6

8 71

「こども縁日」は、こどもスタッフ、出店希望の
親子、高校生がブース作りの企画、運営をしてく
れた。当日、中学生が自主的にボランティアとし
てサポートしてくれるなど、利用者の活躍が目
立った。

味岡児童館　

みんなでつくる！ぱるもあじおか　～児童館をたのしもう！～

57

遊びの場としてだけでなく居場所、頼りになる場である
ため、利用者の力が児童館づくりには欠かせません。館
庭にある果樹の手入れなども一緒に行う「ぱるもあ
DASH」。作業をしながらコミュニケーションを図る機会
にもなっています。

7 90

「キッズキッチン」はJA味岡との協働企画。農協
職員や関係者にサポートしていただきながら、お
にぎりを握った。簡単にできる味噌汁の作り方
や、米作りについての話を聴く時間もあり、食育
につながった。

4 75

館庭に植えてある桃の花を愛でる花見は毎年行っ
ている。米粉を使った団子づくりも兼ねたとこ
ろ、たくさんの人でにぎわった。“丸める”作業
はどの年代でも取り組みやすく、誰もが参加でき
るようにと考慮した。



資料２－６
 

児童館

重点目標

＊各月に行った行事のうち、主だったものを３件記載。

月 行事名 参加人数 月の合計 コメント

みんなでキャンプめし 10

お花見コンサート 26

インターナショナルあそび 6

リトミック 12

児童館まつり 445

ベビーマッサージ 8

クラフトルーム 8

産後ヨガ 6

シャボン玉パフォーマンス 66

おはなし 15

ミニミニ玉入れ 69

スライム作り 10

新聞足こぎレース 66

ペットボトルのキラキラドーム 19

きもだめし 189

お月見コンサート 38

こどもマルシェ 186

卓球大会 10

イングリッシュシャワー 14

えいごであそぼ 23

バルーンアート 20

あいあいサロン 15

楽器であそぼ 15

大道仮説実験 30

クリスマス会 57

クリスマスコンサート 41

ワールドミュージック 13

かるたとり大会 8

あいあいサロン 14

ニューイヤーコンサート 31

楽器であそぼ 17

ゆうぎしつであそぼ 14

もちつき 127

ひなまつりコンサート 38

このゆびと～まれ！ 24

最強児童館決定戦 18

篠岡児童館

「児童館であそぼう・楽しもう」「地域と共に育ち合う児童館」

80

色々なものを使い繰り広げられるシャボン玉の世
界に歓声が上がり、シャボン玉に入れる体験には
こどもも大人もワクワクした。最後には館庭で
シャボン玉あそびをした。

7 94

夏休みは工作の講座やウィークリーのチャレンジ
企画を多く開催した。チャレンジ企画「ミニミニ
玉入れ」は新記録を出そうと何度も挑戦する姿が
見られた。

4 42

「みんなでキャンプめし」は、館庭で簡単なクッ
キングをし、出来上がるまでの待ち時間には参加
者同士の交流を深めた。「インターナショナルあ
そび」では、ベトナムについて学び、ベトナムの
あそびを楽しんだ。

5 465

こども達が企画を考え、ゲームの景品として少し
難しい折り紙を準備したり、当日の司会や裏方も
頑張っていた「クリスマス会」は幼児親子、小学
生が一つになり盛り上がった。

地域のおやじの会、サポーター、ジュニア奉仕団
に盛り上げていただいた「児童館まつり」は、手
作りゲームや工作コーナー、マルシェなど、多く
の方にご参加いただいた。

9 234

「こどもマルシェ」は、こども達が自分の不用品
や手作り品を販売。お店の看板を作ったり、レイ
アウトやラッピングなど工夫が見られ、接客を体
験。お店屋さん同士で刺激を受け合い、同士とし
ての絆が生まれていた。

10 57

「イングリッシュシャワー」「えいごであそぼ」
は、ハロウェインにちなみ簡単な仮装をし、館内
を歩き「トリックオアトリート」と言ってお菓子
をもらった。

6

8 274

「きもだめし」は、近隣小学校校舎裏をお借りし
夜に開催。ちょっぴり怖い妖怪と遭遇するドッキ
リコースかおばけと一緒に踊るワクワクコースを
選び、暗闇でドキドキを楽しんだ。

令和７年度　児童館行事別利用人数

3 80

体を動かして遊びたい小学生が集まっての「この
ゆびと～まれ！」では、ドロケイや跳び箱など、
学校や学年の壁を超え、こども達のやりたいあそ
びをみんなで楽しんだ。

1 53

篠岡百話に基づいた大型かるたを使っての「かる
たとり大会」は地域の歴史に触れることができ
た。毎年恒例の近隣中学校吹奏楽部による
「ニューイヤーコンサート」は、身近なお姉さん
の真剣な姿に釘付けだった。

2 158

「もちつき」はおやじの会、サポーターの協力で
多くの方につきたてのおもちを食べてもらった。
もちつき体験はこども達だけでなく、パパ、ママ
の参加もあった。

11 60

「あいあいサロン」は、助産師から病院受診のポ
イントについての話があり、ママ達が熱心に耳を
傾けていた。「大道仮説実験」は、実験の前にみ
んなで予想を立て、興味津々で実験を見たり、実
験に参加していた。

12 111



資料２－７
 

児童館

重点目標

＊各月に行った行事のうち、主だったものを３件記載。

月 行事名 参加人数 月の合計 コメント

ダンボールでお店づくり 10

リトミック 19

あいあいサロン 26

ダンボールで遊園地づくり 14

楽器であそぼスペシャル 17

イングリッシュシャワー 28

人形劇 70

赤ちゃんサロン 35

アートであそぼ 7

七夕コンサート 35

楽器であそぼ 30

イングリッシュシャワー 33

絵本でイングリッシュ 11

キッズパーク 18

わらべ縁日 243

お月見コンサート 125

えいごであそぼ 11

イングリッシュシャワー 16

楽器であそぼ 25

ワールドミュージック 17

えいごであそぼ 19

リトミック 21

イングリッシュシャワー 16

楽器であそぼ 15

こどもマルシェ 157

クリスマスコンサート 98

イングリッシュシャワー 24

おもちつき 122

アートであそぼ 9

ワールドミュージック 22

ドッジボール大会 31

リトミック 15

あいあいサロン 8

わらべかんまつり 447

えいごでワンダーランド 17

イングリッシュシャワー 17

大城児童館

地域みんなで、楽しさのシェアリング

112
人形劇を開催し、特に幼児親子で楽しく観劇会が
出来ました。終わった後も人形と触れ合うことが
できて、こどもはとても喜んでいました。

7 98
楽器であそぼうではピアノ音楽に合わせて体を動
かすことやカスタネットや鈴などを使い、ペープ
サートに合わせてリズムをとっていました。

4 55
ダンボールでお店づくりを開催しました。それぞ
れ自分の好きなお店を作り、友達と見せ合うこと
やつなげて商店街のようにしていました。

5 59

こどもマルシェでは、ゼロから自分で考えてもの
を売ることによってお金の仕組みを学ぶことやお
客さんと触れ合うことでコミュニケーションの向
上や地域の方とのつながりができていました。

イングリッシュシャワーは、ダンスやふれあい遊
び等を通して英語に接していました。

9 152
お月見コンサートでは、はちまん正人よるピアノ
演奏を聴き、いつもとは違う雰囲気を味わってい
ました。

10 61
１０月は、どの英語講座もハロウィンパーティで
盛り上がっていました。仮装を行って「トリック
orトリート」と嬉しそうに伝えていました。

6

8 272

わらべ縁日では、館の1階全体を水族館に見立て
て楽しみました。２階では、毎年恒例のきもだめ
しを行いました。フィナーレでは地域の方による
トーチトワリングを行い、盛り上がりました。

令和７年度　児童館行事別利用人数

3 481

「わらべかんまつり」では、こどもから大人まで
地域のサポーターの方々が活躍してもらえまし
た。中でも親子deマルシェでは、多くの地域の方
とつながることができていました。

1 153
ワールドミュージックでは、ラテンからアフリカ
ンまで民族音楽を聞いたり、楽器を弾く体験しま
した。

2 54

ドッジボール大会では、中学生が中心となり、審
判やルール説明を行ってくれました。小学生は、
中学生の話を真剣に聞いてルールを守って楽しそ
うに遊んでいました。

11 52

楽器であそぼうでは幼児親子がチェロを鑑賞と体
験しました。親子ともに興味深く聞いていまし
た。また、はじめてチェロをさわるときにおそる
おそる弓を握り、大きい音がなるとワクワク表情
になっていました。

12 279



資料２－８
 

児童館

重点目標

＊各月に行った行事のうち、主だったものを３件記載。

月 行事名 参加人数 月の合計 コメント

新1年生歓迎会 22

エアートランポリン 85

一緒にリトミック 16

スライム作り 44

紙コップのブーケづくり 107

バランスボールで産後ヨガ 18

親子であそぼ 20

Peek-a-boo 20

ゆかいなゆかいな音楽会 35

お楽しみ映画会 116

夏休み工作（３回） 52

Hello!イングリッシュ 13

北里SummerFestival 111

ドッチボール大会 38

夏休み工作（２回） 16

海のフォトフレーム 46

親子ヨガ 18

Peek-a-boo 16

モンスターを探せ 311

マーブリングあそび 27

支援室もハロウィン 81

講堂で遊ぼう 23

北里児童館からの挑戦状 28

クリスマスリース作り 35

クリスマス特別工作 42

支援室クリスマス会 57

クリスマスマジックショー 51

かるた大会 19

缶バッチ作り 34

誕生会 23

シールを作ろう 51

ハイハイレーズ 31

一緒にリトミック 21

見えないってどうゆうこと？ 14

チャレンジバトル 17

こどもプランナー文化祭 70

7 181
毎年恒例の映画会は来館者の投票で上映作品を決
めた。講堂を借りて上映する映画は迫力があり、
また友達と観ることも特別な時間になった。

4 123

新１年生歓迎会ではゲームや工作に取り組み、楽
しい時間を過ごした。
小学生にもエアートランポリンは人気で、毎回か
なりの待ち時間ができるが汗をかくほど楽しんむ
様子が見られた。

5 169

12 150
クリスマスマジックショーは開催場所を遊戯室に
変更した。近い距離でマジックを見ることがで
き、参加者の満足度の高いショーとなった。

紙コップブーケは多くの子が挑戦した。期間中に
何度も取り組む子も多かった。
バランスボールで産後ヨガは人気の講座。音楽に
合わせてリズムよく進むのが楽しい。

9 80

海のフォトフレームは環境についての話を聞き、
海洋プラスチックも使ったフォトフレームを作っ
た。
親子ヨガは初めての開催であったが、興味のある
保護者も多く、好評であった。

10 419

モンスター探しは来館者にモンスターを作っても
らった、自分の作ったモンスターを見つけると嬉
しそうに教えてくれる子もいた。
支援室もハロウィンは揃って参加する家族も多
く、記念に残る作品ができた。

6

8 165

こどもたちから本気のドッチボール大会をやりたいとの
声があり開催した。７チームが参加し白熱した試合が繰
り広げられた。
SummerFestivalでは来館していた子も手伝いをしてく
れ、子どもプランナーやジュニア奉仕団の活躍もあり、
大盛況であった。

75
「ゆかいなゆかいな音楽会」と題したリコーダー
の演奏会では聞きなじみのある曲がたくさんあ
り、リズムに乗って聞く姿が見られた。

みんなが主役！　心のビタミンC　～たのしい・うれしい・私らしい～

北里児童館

令和７年度　児童館行事別利用人数

3 101

児童館をオンラインでつなぐチャレンジバトルではトロ
フィーを奪還すべくみんなで一つになって戦うことがで
きた。
こどもプランナー文化祭ではメンバーのやりたいことが
多く詰まった企画となった。多くの参加があり、盛り上
がりを見せた。

1 76

新年最初の日に開催したかるた大会では予想より
多くの参加者があり、盛り上がりをみせた。
支援室の誕生会には誕生月ではない子の参加も多
くあり、賑やかな会となった。

2 103

大人気のシール。シール作りをしたいという声が
多く、シールをぷくっとした加工ができる時間を
設けた。作れる枚数は少なかったが嬉しそうに
シール帳に貼る様子が見られた。

11 86

北里児童館からの挑戦状は初めての開催となっ
た。市民センターも使った謎解きで、友人同士協
力しながら挑戦していた。
地域の方からいただくサツマイモのツルを使った
リース作りも行った。


